
第12回　初めてのeラーニング体験 
学習者の立場から

•  はじめまして 教授システム学 M1　西本です． 
•  初めて，学生として非同期型のeラーニング体験 
•  初めてではない >WebCTベース，テキストを読んでテストを受ける 
•  オリエンテーション科目Aを受講して 
•  改善案の提案（その１，その２） 

–  初期の情報が足りない（Ex. 締切が突然やってくる？） 
–  同じ課題が複数ある（Ex. リフレクションペーパ，web原稿の提出） 

•  これは仕組まれている？（勝手にメタ認知）　
–  想定される学習者 = eラーニングの専門家を目指している学生 
–  ディスカッションにより解決（それぞれのブロックに感想＆質問）
–  メンタも控えている 
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参考：根本ら：オンライン学習のためのオンライン・オリエンテーション,2008



教授システム学 M1

•  はじめまして，M1西本です．　 
•  M1でも容赦ないです．ランチョン恐るべし． 
•  同級生の皆様方の登壇をお待ちしております(爆)
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オリエンテーションとは
•  Orientation 「方向づけ」の意 

–  新しい環境などに人を順応させるための教育指導． 
–  学校・会社などで，新しく入った者に対し，組織の仕組み・ルール，
学習や仕事の進め方などについて説明すること． 

•  本科目の役割
–  受講者同士のアイスブレイク
–  本専攻でのゴールの確認
–  いままでの振り返り
–  学習者のレベルチェック？（基盤的情報／教育論への誘導）
–  SCCの理解，SCCヘの円滑な導入（WebCTへの習熟）
–  学習環境整備，MLの設定
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改善案　その１（ホームタグ）
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SCCのホー
ムと明記



改善案その２（進捗タグ）
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オリエンテーション科目と基盤的科目が同列に並んでいる 
オリエンテーションのタスク4-1 = 基盤的教育論　課題１，タスク２ 
オリエンテーションのタスク5-2 = 基盤的情報論　課題2-1



改善案その２（進捗タグ）
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オリエンテーション科目

基盤的科目（オリエンテーション科目の指示に従って履修を検討してください）


